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 と  き ：５月１３日、２０日、６月３日 毎週月曜日 

 時 間 ：午前の部  ９時３０分～１２時 

       夜の部 １８時３０分～２１時 

参加費：粘土１ｋｇにつき５００円（１人２ｋｇまで） 

     （黒粘土は６００円） 

定  員 ：１５名（先着順） 

※参加申込、お問合せは 

              郷土資料館（2-2410）まで 



  

 参考： 

『アイヌ語で自然かんさつ図鑑』(帯広百年記念館) 

『アイヌ語の動植物探集』(川村正一編)11 

アイヌ語de動植物⑳  
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 エゾイラクサは高さ80cm～2ｍにもな

るイラクサ科の植物です。 

 茎葉に生えているトゲは蟻酸やヒス

タミンという成分を含み、ふれると痛

痒くなるため「痒草（かいぐさ）」と

呼ぶ地域もあります。ゆでると痛痒さ

は感じなくなるため、山菜として利用

されています。 

 アイヌの人々は、イラクサの茎から

繊維を採取しました。秋に枯れ茎を刈

取り、2～3日乾燥させます。乾燥した

ら皮をはぎ、束にして先端を縛ったも

のを揉んで外側の固い皮を落としてい

くとやわらかい繊維が残ります。 

 とれた繊維を陰干しして、霜に2～3

回さらすと丈夫になります。 

 この繊維を利用して糸や紐を作り、

荷縄を編んだりもしたそうです。 
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 八十八夜は立春から数えて88日目。 

農事にとっては重要な日とされ、5月2日

頃を指します。八十八夜は「霜の最後の

日」です。この夜を過ぎると、降霜の心

配がなくなるとされています。 

 八十八夜は茶摘みの季節でもあります。 

この日前後から、1番茶、2番茶、3番茶、

4番茶まで摘まれます。 

 近年は農業従事者の高齢化や、機械化

されたことにより「茜たすきに菅の笠」

の風景は見られなくなりました。 

 お茶の味は早く摘まれたものほど上等

とされ、八十八夜の新茶は「長命新茶」

と呼ばれています。 


